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(百万円未満四捨五入)

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

当期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 447,187 23.8 141,963 37.6 143,532 36.7 112,913 39.9 112,723 40.0 115,791 45.5
2022年３月期 361,361 16.8 103,195 4.9 105,025 4.1 80,684 6.9 80,519 6.8 79,606 △16.7

　

基本的１株当たり
当期利益

希薄化後
１株当たり当期利益

親会社所有者帰属持分

当期利益率
資産合計

税引前利益率
売上収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 230.85 230.79 16.1 17.7 31.7

2022年３月期 162.19 162.16 12.5 14.1 28.6
　
　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 882,437 747,812 741,869 84.1 1,519.19

2022年３月期 739,203 661,674 655,906 88.7 1,343.40

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 159,610 △100,259 △32,484 96,135

2022年３月期 61,829 6,038 △60,237 69,112
　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額

(合計)

配当性向

(連結)

親会社所有者

帰属持分配当率

(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 28.00 － 28.00 56.00 27,651 34.5 4.3

2023年３月期 － 33.00 － 37.00 70.00 34,188 30.3 4.9

2024年３月期(予想) － 40.00 － 40.00 80.00 34.0

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 475,000 6.2 153,000 7.8 154,000 7.3 115,200 2.0 115,000 2.0 235.49

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 517,425,200株 2022年３月期 528,341,400株

② 期末自己株式数 2023年３月期 29,091,218株 2022年３月期 40,096,713株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 488,300,452株 2022年３月期 496,459,665株
　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料８ページ「（４）
今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①業績の概況
（単位：百万円）

2022年３月期 22222000002222233333年年年年年３３３３３月期月期月期月期月期 対前期増減額 対前期増減率

売上収益 361,361 444444444477777,,,,,111118888877777 85,826 23.8％

営業利益 103,195 111114444411111,,,,,999996666633333 38,768 37.6％

税引前当期利益 105,025 111114444433333,,,,,555553333322222 38,507 36.7％

当期利益

（親会社の所有者帰属）
80,519 111111111122222,,,,,777772222233333 32,204 40.0％

[[[[[売上収益売上収益売上収益売上収益売上収益]]]]]

売上収益は、前期比858億円（23.8％）増加の4,472億円となりました。

・抗悪性腫瘍剤「オプジーボ点滴静注」は、競合他社製品との競争が激化する一方、胃がん、食

道がんなどでの使用が拡大したことにより、前期比299億円（26.6％）増加の1,423億円となり

ました。

・その他の主要新製品では、糖尿病、慢性心不全および慢性腎臓病治療剤「フォシーガ錠」は

565億円（前期比54.3％増）、関節リウマチ治療剤「オレンシア皮下注」は248億円（同8.1％

増）、２型糖尿病治療剤「グラクティブ錠」は225億円（同8.3％減）、多発性骨髄腫治療剤

「カイプロリス点滴静注用」は87億円（同4.0％増）、抗悪性腫瘍剤「ベレキシブル錠」は85

億円（同36.2％増）、血液透析下の二次性副甲状腺機能亢進症治療剤「パーサビブ静注透析

用」は84億円（同5.3％減）、パーキンソン病治療剤「オンジェンティス錠」は50億円（同

72.9％増）となりました。
・長期収載品は、薬価改定の影響などにより、末梢循環障害改善剤「オパルモン錠」は44億円
（前期比7.6％減）、気管支喘息・アレルギー性鼻炎治療剤「オノンカプセル」は25億円（同
30.7％減）となりました。

・ロイヤルティ・その他は、前期比367億円（31.8％）増加の1,521億円となりました。

[[[[[営業利益営業利益営業利益営業利益営業利益]]]]]

営業利益は、前期比388億円（37.6％）増加の1,420億円となりました。

・売上原価は、製品商品の売上が増加したことなどにより、前期比166億円（17.7％）増加の

1,101億円となりました。

・研究開発費は、研究に係る費用、創薬提携に係る費用、臨床試験に係る費用の増加などによ

り、前期比195億円（25.7％）増加の953億円となりました。

・販売費及び一般管理費（研究開発費を除く）は、フォシーガ錠の売上拡大に伴うコ・プロモー

ション費用やIT・デジタル関連の情報基盤強化に伴う費用などが増加したことにより、前期比

124億円（16.1％）増加の895億円となりました。

・その他の費用は、当期にダナファーバーがん研究所との特許関連訴訟の和解に伴う一時金や、

2023年１月に設立された小野薬品がん・免疫・神経研究財団への拠出金の計上などにより111

億円となりました。なお、前期にPD-1抗体関連特許に関する訴訟に係る費用などを計上して

おり、前期比16億円（12.9％）の減少となりました。

[[[[[当期利益当期利益当期利益当期利益当期利益]]]]]（（（（（親会社の所有者帰親会社の所有者帰親会社の所有者帰親会社の所有者帰親会社の所有者帰属属属属属）））））

親会社の所有者に帰属する当期利益は、税引前当期利益の増加に伴い、前期比322億円（40.0

％）増加の1,127億円となりました。
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②研究開発活動

当社グループは、「病気と苦痛に対する人間の闘いのために」という企業理念のもと、これまで克

服されていない病気や、いまだ患者さんの治療満足度が低く、医療ニーズの高い疾患領域に挑戦し、

独創的かつ画期的な医薬品の創製に向けて努力を積み重ねています。

現在、開発パイプラインには、オプジーボに加えて、抗体医薬品を含む抗がん剤の新薬候補化合物

をはじめ、自己免疫疾患や神経系疾患の治療薬候補などがあり、開発を進めています。なかでも、が

ん領域は医療ニーズが高いことから、重要な戦略分野と位置づけています。

創薬研究においては、医療ニーズの高いがんや免疫、神経、スペシャリティ領域を重点領域に定

め、それぞれの領域でヒト疾患バイオロジーを掘り下げ、医療ニーズを満たし得る新薬の創製を目指

して、創薬力の強化に努めています。そのために、当社が得意とするオープンイノベーションを積極

的に推進することで、独創的な創薬シーズを見出し、インフォマティクスやヒト疾患モデル作製、新

薬候補化合物作製など、様々な社内外の最新技術を利用して、医療インパクトのある画期的新薬の創

製を目指します。

重点領域において、現在、臨床ステージには10品目の自社創製の新薬候補化合物があり、今後さら

に創薬のスピードと成功確率を向上させるために、基礎と臨床の橋渡しを担うトランスレーショナル

研究も強化しています。研究早期段階からヒトゲノム情報やヒトiPS細胞などの研究ツールとインフ

ォマティクスを有機的に活用することで、標的分子の疾患との関連性を解析し、新薬候補化合物のヒ

トにおける有効性をより正確に予測・評価できる生理学的指標（バイオマーカー）を見出せるよう努

めています。

開発のスピードと成功確率を向上させるために、蓄積した臨床試験データを用いて、有効性、安全

性の予測精度を向上させる取り組みを行っています。また、新薬候補化合物の価値を最大化するため

に、研究段階から研究本部と連携して早期に開発戦略の立案に着手し、複数の疾患を対象に早期臨床

試験を実施していきます。欧米の臨床開発の機能の充実を図ることで、今後は、日本、米国、欧州で

柔軟に早期臨床試験を実施できる体制を構築していきます。

また、ライセンス活動による有望な新薬候補化合物の導入にも努め、研究開発活動の一層の強化に

取り組んでいます。

当期における研究開発活動の主な成果（期末以後のものを含む）は、以下のとおりです。

[[[[[開発品の主な進捗状況開発品の主な進捗状況開発品の主な進捗状況開発品の主な進捗状況開発品の主な進捗状況]]]]]

＜がん領域＞

「オプジーボ/ニボルマブ」

非小細胞肺がん

・昨年10月、「オプジーボ」と化学療法との併用療法について、韓国で「切除可能な非小細胞

肺がんの術前補助療法」を効能・効果とした承認を取得しました。

・本年２月、「オプジーボ」と化学療法との併用療法について、台湾で「切除可能な非小細胞

肺がんの術前補助療法」を効能・効果とした承認を取得しました。

・本年３月、「オプジーボ」と化学療法との併用療法について、国内で「切除可能な非小細胞

肺がんの術前補助療法」を効能・効果とした承認を取得しました。

腎細胞がん

・昨年５月、「オプジーボ」と武田薬品工業株式会社のキナーゼ阻害剤「カボメティクス錠/カ

ボザンチニブリンゴ酸塩」との併用療法について、台湾で「未治療の進行腎細胞がん」を効

能・効果とした承認を取得しました。

胃がん

・昨年12月、「オプジーボ」について、国内、韓国、台湾および中国で「胃がんの術後補助療

法」を対象としたフェーズⅢ試験を実施していましたが、主要評価項目である独立画像判定

委員会（IRRC）の評価による無再発生存期間（RFS）において化学療法群に対して有意な延長

が示されなかったため、開発を中止しました。

食道がん

・昨年５月、「オプジーボ」と「ヤーボイ」との併用療法および「オプジーボ」と化学療法と

の併用療法について、国内で「根治切除不能な進行・再発の食道がん」を効能・効果とした

承認を取得しました。
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・昨年７月、「オプジーボ」と「ヤーボイ」との併用療法および「オプジーボ」と化学療法と

の併用療法について、台湾で「進行または転移性食道扁平上皮がん」を効能・効果とした承

認を取得しました。

・本年３月、「オプジーボ」と「ヤーボイ」との併用療法および「オプジーボ」と化学療法と

の併用療法について、韓国で「切除不能な進行または転移性食道扁平上皮がん」を効能・効

果とした承認を取得しました。

尿路上皮がん／膀胱がん

・昨年４月、「オプジーボ」について、台湾で「根治切除後の再発リスクが高い筋層浸潤性尿

路上皮がん患者の術後補助療法」を効能・効果とした承認を取得しました。

肝細胞がん

・本年２月、「オプジーボ」について、台湾で「ソラフェニブによる治療歴を有する肝細胞が

ん」に対する迅速承認を取得していましたが、承認後の検証的試験である「全身化学療法歴

のない切除不能な肝細胞がん」を対象としたフェーズⅢ試験で延命効果が確認されなかった

ことを受けて、迅速承認を取り下げました。

・本年３月、「オプジーボ」と「ヤーボイ」との併用療法について、台湾で「ソラフェニブに

よる治療歴を有する肝細胞がん」を効能・効果とした承認を取得しました。

悪性中皮腫（悪性胸膜中皮腫を除く）

・本年２月、「オプジーボ」について、国内で「悪性中皮腫（悪性胸膜中皮腫を除く）」を効

能・効果とした承認申請を行いました。

胆道がん

・昨年４月、「オプジーボ」について、国内で「胆道がん」を対象としたフェーズⅡ試験を実

施していましたが、戦略上の理由により開発を中止しました。

膵がん

・昨年７月、「オプジーボ」について、国内で「膵がん」を対象としたフェーズⅡ試験を実施

していましたが、開発を中止しました。

ウイルス陽性・陰性固形がん

・昨年７月、「オプジーボ」と「ヤーボイ」との併用療法について、国内、韓国および台湾で

「ウイルス陽性・陰性固形がん」を対象としたフェーズⅠ/Ⅱ試験を実施していましたが、戦

略上の理由により開発を中止しました。

「ONO-7018」

・昨年８月、MALT1阻害薬「ONO-7018」について、米国で「非ホジキンリンパ腫、慢性リンパ性

白血病」を対象としたフェーズⅠ試験を開始しました。

「ONO-7911」

・昨年４月、「オプジーボ」とPEG化IL-2「ONO-7911」との併用療法について、国内で「固形が

ん」を対象としたフェーズⅠ試験を実施していましたが、戦略上の理由により開発を中止し

ました。

「ONO-7475」

・昨年９月、Axl/Mer阻害薬「ONO-7475」について、米国で「急性白血病」を対象としたフェー

ズⅠ/Ⅱ試験を実施していましたが、戦略上の理由により開発を中止しました。

＜がん領域以外＞

「オノアクト点滴静注用/ランジオロール塩酸塩」

・昨年８月、短時間作用型β1選択的遮断剤「オノアクト点滴静注用」について、国内で「小児

の心機能低下例における頻脈性不整脈（上室頻拍、心房細動、心房粗動）」を効能・効果と

した承認を取得しました。

「ベレキシブル錠/チラブルチニブ塩酸塩/ONO-4059」

・昨年４月、BTK阻害剤「ベレキシブル錠」について、国内で「天疱瘡」を対象としたフェーズ

Ⅲ試験を開始しました。

・本年２月、BTK阻害剤「ベレキシブル錠」について、国内で「全身性強皮症」を対象としたフ

ェーズⅠ試験を実施していましたが、期待された有効性が確認できなかったため開発を中止

しました。
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「ONO-2020」

・昨年７月、エピジェネティクス制御薬「ONO-2020」について、米国で「神経変性疾患」を対

象としたフェーズⅠ試験を開始しました。

「ONO-2909」

・昨年10月、プロスタグランジン受容体（DP1）拮抗薬「ONO-2909」について、国内で「ナルコ

レプシー」を対象としたフェーズⅠ試験を実施していましたが、期待された有効性が確認で

きなかったため開発を中止しました。

「ONO-7684」

・本年１月、FXIa阻害薬「ONO-7684」について、国内で健康成人を対象としたフェーズⅠ試験

を開始しました。

「ONO-1110」

・昨年12月、内因性カンナビノイド制御薬「ONO-1110」について、国内で健康成人を対象とし

たフェーズⅠ試験を開始しました。

[[[[[創創創創創薬薬薬薬薬／／／／／研究提携活動の状況研究提携活動の状況研究提携活動の状況研究提携活動の状況研究提携活動の状況]]]]]

・昨年４月、仏国Domain Therapeutics社、カナダMontréal大学と、独自のGタンパク質共役受容

体（以下、GPCR）創薬プラットフォームとGPCR創薬に対する医薬品化学および薬理学における

専門知識を応用して、代謝性疾患領域において当社が選択したGPCRを標的とした新規低分子化

合物の創製を目的とする創薬提携契約を締結しました。

・昨年６月、2018年９月に締結した米国Fate Therapeutics社とのiPS細胞由来のキメラ抗原受容

体（CAR） -T細胞治療薬の創製を目的とする創薬提携について、iPS細胞由来のキメラ抗原受容

体（CAR）-NK細胞治療薬の創製も含めた提携に拡大する契約を締結しました。

・昨年８月、株式会社ナレッジパレットと同社の大規模トランスクリプトーム解析技術を活用し

た、データ駆動型の新薬創出基盤の構築を目的とする共同研究を拡大する契約を締結しまし

た。

・昨年11月、スイスMemo Therapeutics社とがん免疫領域における抗体医薬品を創製するための創

薬提携契約を締結しました。

・昨年11月、2018年9月に締結した米国Fate Therapeutics社とのiPS細胞由来のキメラ抗原受容体

（CAR） -T細胞治療薬の創製を目的とする創薬提携契約に基づき創製したiPS細胞由来のヒト上

皮細胞増殖因子受容体2（HER2） CAR-T細胞療法の製品候補品である「ONO-8250/FT825」を開

発・商業化するオプション権を行使しました。

・昨年11月、ポーランドCaptor Therapeutics社と神経変性疾患領域において新規標的に対する分

解誘導低分子医薬品を創製するための創薬提携契約を締結しました。

・昨年12月、英国PrecisionLife社と中枢神経系疾患において複数の新規治療標的および患者層別

化バイオマーカーの同定を目的とした共同研究開発契約を締結しました。

・本年１月、オーストラリアMonash大学と自己免疫疾患および炎症性疾患の新規治療薬を創製す

るために、Gタンパク質共役受容体（GPCR）を標的とした抗体を創製することを目的としたオプ

ション権付研究提携契約を締結しました。

・本年１月、米国KSQ Therapeutics社と同社独自の創薬標的探索技術であるCRISPRomics®プラッ

トフォーム技術を用いて特定した複数のDNA損傷応答に関わる早期創薬プログラム取得に関する

契約を締結しました。

・本年２月、米国Cue Biopharma社と自己免疫・炎症性疾患領域において制御性T細胞（Treg）を

誘導・増殖させるようデザインされた二重特異性融合タンパク質であるCUE-401に関するオプシ

ョン契約および提携契約を締結しました。

・本年３月、ペプチドリーム株式会社と複数の創薬標的に対する特殊環状ペプチド医薬品の創製

に関する創薬提携契約を締結しました。

・本年３月、株式会社MOLCUREのAI創薬プラットフォーム技術を活用した複数の標的に対する革新

的な抗体医薬品を創製することを目的とした創薬提携契約を締結しました。

・本年３月、英国Macomics社と腫瘍免疫領域においてマクロファージの新規標的を対象とした抗

体医薬品の創製に関する創薬提携契約を締結しました。

　



小野薬品工業株式会社(4528) 2023年３月期 決算短信

6

[[[[[ライセンス活動の状況ライセンス活動の状況ライセンス活動の状況ライセンス活動の状況ライセンス活動の状況]]]]]

・昨年12月、米国Equillium社と、同社が急性移植片対宿主病を対象に開発中の抗CD6抗体

「itolizumab」について、独占的オプション権付アセット買収契約を締結しました。オプショ

ン権の行使後、当社は米国、カナダ、オーストラリアおよびニュージーランドにおいて、適応

症にかかわらずitolizumabを商業化できる権利を取得します。
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（２）当期の財政状態の概況
(単位：百万円）

2022年３月期 22222000002222233333年年年年年３３３３３月期月期月期月期月期 対前期増減額

資産合計 739,203 888888888822222,,,,,444443333377777 143,233

親会社の所有者に帰属する持分 655,906 777774444411111,,,,,888886666699999 85,962

親会社所有者帰属持分比率 88.7％ 8888844444.....11111％％％％％

１株当たり親会社所有者帰属持分 1,343.40円 11111,,,,,555551111199999.....1111199999円円円円円

資産合計は、前期末に比べ1,432億円増加の8,824億円となりました。

流動資産は、現金及び現金同等物やその他の金融資産の増加などから638億円増加の3,451億円と

なりました。

非流動資産は、その他の金融資産や繰延税金資産の増加などから794億円増加の5,373億円となり

ました。

負債は、未払法人所得税や仕入債務及びその他の債務の増加などから571億円増加の1,346億円と

なりました。

親会社の所有者に帰属する持分は、剰余金の配当があった一方で、当期利益の計上などから860

億円増加の7,419億円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況
（単位：百万円）

2022年３月期 22222000002222233333年年年年年３３３３３月期月期月期月期月期 対前期増減額

現金及び現金同等物の期首残高 61,045 6666699999,,,,,111111111122222

営業活動によるキャッシュ・フロー 61,829 111115555599999,,,,,666661111100000 97,781

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,038 △△△△△111110000000000,,,,,222225555599999 △106,297

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,237 △△△△△3333322222,,,,,444448888844444 27,753

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,631 2222266666,,,,,888886666688888

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響額 436 111115555555555

現金及び現金同等物の期末残高 69,112 9999966666,,,,,111113333355555

　

　当期の現金及び現金同等物の増減額は、269億円の増加となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期利益1,435億円や減価償却費及び償却費175億

円などがあった結果、1,596億円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入480億円などがあった一方で、

定期預金の預入による支出1,382億円などがあった結果、1,003億円の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額297億円などがあった結果、325億円の支

出となりました。
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（４）今後の見通し

（単位：百万円）

当期実績

（2023年３月期）

次期予次期予次期予次期予次期予想想想想想

（（（（（22222000002222244444年年年年年３３３３３月月月月月期期期期期）））））
対当期増減額 対当期増減率

売上収益 447,187 444447777755555,,,,,000000000000000 27,813 6.2％

営業利益 141,963 111115555533333,,,,,000000000000000 11,037 7.8％

税引前当期利益 143,532 111115555544444,,,,,000000000000000 10,468 7.3％

当期利益
（親会社の所有者帰属）

112,723 111111111155555,,,,,000000000000000 2,277 2.0％

（注）業績予想の見通しにおける年間の為替レートは、１ドル＝130円で想定しております。

[[[[[売上収益売上収益売上収益売上収益売上収益]]]]]

製品商品の売上は、当期比150億円（5.1％）増加の3,100億円を見込んでいます。主要新製品のう

ち、「オプジーボ点滴静注」は、競争環境が激化する一方で、胃がん、食道がん、尿路上皮がんな

どでの使用拡大を見込んでおり、当期比127億円（8.9％）増加の1,550億円を予想しています。そ

の他の主要新製品では、「フォシーガ錠」が当期比85億円（15.0％）増加の650億円を見込んでお

り、さらに「ベレキシブル錠」「オンジェンティス錠」などの売上拡大を見込んでいます。また、

ロイヤルティ・その他は、ロイヤルティ収入が引き続き伸長する見込みであり、当期比129億円

（8.5％）増加の1,650億円を見込んでいます。以上のことにより、売上収益は当期比278億円（6.2

％）増加の4,750億円を予想しています。

　

[[[[[損益損益損益損益損益]]]]]

売上原価は、製品商品の売上増加に伴い、当期比29億円（2.7％）増加の1,130億円を見込んでい

ます。

研究開発費は、最新技術やテーマを有する先端企業、アカデミアとの共同研究のさらなる拡大、

グローバル試験など、持続的成長の実現に向けて積極的な投資を行うため、当期比137億円（14.3

％）増加の1,090億円を見込んでいます。

販売費及び一般管理費（研究開発費を除く）は、フォシーガ錠の売上拡大に伴うコ・プロモーシ

ョン費用の増加や、IT・デジタル関連の情報基盤投資、米国などグローバル事業の強化に向けた投

資を積極的に行うことにより、当期比65億円（7.3％）増加の960億円を見込んでいます。

その他の費用は、2023年３月期にダナファーバーがん研究所との特許関連訴訟の和解に伴う一時

金などを計上した反動もあり、当期比66億円（59.3％）減少の45億円を見込んでいます。

以上のことにより、営業利益は当期比110億円（7.8％）増加の1,530億円、親会社の所有者に帰属

する当期利益は当期比23億円（2.0％）増加の1,150億円と予想しています。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、株主の皆様への利益還元を経営の重要政策の一つと位置づけ、安定的

な配当の継続を重視しつつ、業績に応じた成果の配分を行っていきたいと考えています。

当期の配当金は、期末配当を１株当たり37円とし、第２四半期末配当33円と合わせて、年間配当

を70円とさせていただくことを予定しています。また次期の年間配当については、１株当たり80円

を予想しています。

　なお、内部留保金の使途につきましては、国内外における新薬の研究開発やバイオベンチャーと

の提携、さらには開発リスク補完のための新薬候補化合物の導入など、将来の事業発展のために積

極的に活用していきたいと考えています。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的なスタンダードに基づく財務情報の開示により比較可能性を向上させ、

株主、投資家や取引先など様々なステークホルダーの皆さまの利便性をはかることを目的として、

2014年３月期から国際会計基準（IFRS）を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書
　(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 69,112 96,135

売上債権及びその他の債権 99,788 114,396

有価証券 60 20

その他の金融資産 47,797 68,134

棚卸資産 41,817 44,814

その他の流動資産 22,692 21,602

流動資産合計 281,266 345,101

非流動資産

有形固定資産 112,131 108,420

無形資産 64,734 69,134

投資有価証券 125,046 123,308

持分法で会計処理されている投資 108 115

その他の金融資産 127,302 197,441

繰延税金資産 25,074 35,604

退職給付に係る資産 377 －

その他の非流動資産 3,165 3,314

非流動資産合計 457,937 537,336

資産合計 739,203 882,437
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(単位：百万円)
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債及び資本

流動負債

仕入債務及びその他の債務 49,689 66,794

リース負債 2,301 2,490

その他の金融負債 716 661

未払法人所得税 1,526 34,575

その他の流動負債 11,694 18,409

流動負債合計 65,926 122,929

非流動負債

リース負債 6,501 6,678

その他の金融負債 0 0

退職給付に係る負債 3,322 3,350

繰延税金負債 1,009 983

その他の非流動負債 771 684

非流動負債合計 11,603 11,695

負債合計 77,529 134,625

資本

資本金 17,358 17,358

資本剰余金 17,241 17,080

自己株式 △74,683 △54,161

その他の資本の構成要素 51,236 51,701

利益剰余金 644,754 709,890

親会社の所有者に帰属する持分 655,906 741,869

非支配持分 5,768 5,944

資本合計 661,674 747,812

負債及び資本合計 739,203 882,437

　

　



小野薬品工業株式会社(4528) 2023年３月期 決算短信

12

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

　(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

売上収益 361,361 447,187

売上原価 △93,511 △110,062

売上総利益 267,850 337,124

販売費及び一般管理費 △77,057 △89,486

研究開発費 △75,879 △95,344

その他の収益 980 734

その他の費用 △12,698 △11,065

営業利益 103,195 141,963

金融収益 2,710 2,478

金融費用 △874 △913

持分法による投資損益 △6 4

税引前当期利益 105,025 143,532

法人所得税 △24,340 △30,619

当期利益 80,684 112,913

当期利益の帰属

親会社の所有者 80,519 112,723

非支配持分 166 190

当期利益 80,684 112,913

１株当たり当期利益

基本的１株当たり当期利益(円) 162.19 230.85

希薄化後１株当たり当期利益(円) 162.16 230.79
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当期利益 80,684 112,913

その他の包括利益：

純損益に振り替えられることのない項目：

その他の包括利益を通じて測定する
金融資産の公正価値の純変動 △2,094 2,518

確定給付制度の再測定 199 △114

持分法適用会社のその他の包括利益を
通じて測定する金融資産の公正価値の
純変動に対する持分

2 2

純損益に振り替えられることのない
項目合計 △1,893 2,406

純損益にその後に振り替えられる
可能性のある項目：

在外営業活動体の換算差額 814 472

純損益にその後に振り替えられる
可能性のある項目合計 814 472

その他の包括利益合計 △1,079 2,878

当期包括利益合計 79,606 115,791

当期包括利益合計の帰属：

親会社の所有者 79,444 115,608

非支配持分 161 182

当期包括利益合計 79,606 115,791
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（３）連結持分変動計算書

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式
その他の
資本の
構成要素

利益剰余金

親会社の
所有者に
帰属する
持分

非支配持分 資本合計

2021年４月１日残高 17,358 17,231 △44,705 62,299 581,950 634,133 5,610 639,743

当期利益 80,519 80,519 166 80,684

その他の包括利益 △1,074 △1,074 △4 △1,079

当期包括利益合計 － － － △1,074 80,519 79,444 161 79,606

自己株式の取得 △30,009 △30,009 △30,009

自己株式の処分 △31 31 0 0

剰余金の配当 △27,703 △27,703 △4 △27,707

株式報酬取引 41 41 41

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

△9,988 9,988 － －

所有者との取引額等合計 － 10 △29,978 △9,988 △17,714 △57,671 △4 △57,675

2022年３月31日残高 17,358 17,241 △74,683 51,236 644,754 655,906 5,768 661,674

当期利益 112,723 112,723 190 112,913

その他の包括利益 2,886 2,886 △8 2,878

当期包括利益合計 － － － 2,886 112,723 115,608 182 115,791

自己株式の取得 △2 △2 △2

自己株式の消却 △20,356 20,356 － －

自己株式の処分 △168 168 － －

剰余金の配当 △29,786 △29,786 △6 △29,792

株式報酬取引 142 142 142

利益剰余金から資本剰余金
への振替

20,221 △20,221 － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

△2,421 2,421 － －

所有者との取引額等合計 － △161 20,522 △2,421 △47,586 △29,646 △6 △29,653

2023年３月31日残高 17,358 17,080 △54,161 51,701 709,890 741,869 5,944 747,812

　



小野薬品工業株式会社(4528) 2023年３月期 決算短信

15

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
　(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期利益 105,025 143,532

減価償却費及び償却費 17,721 17,451

減損損失 3,404 1,498

受取利息及び受取配当金 △2,349 △2,402

支払利息 70 74

棚卸資産の増減額(△は増加) △2,464 △2,945

売上債権及びその他の債権の増減額(△は増加) △15,283 △14,513

仕入債務及びその他の債務の増減額(△は減少) 8,177 13,090

引当金の増減額(△は減少) △20,721 －

退職給付に係る負債の増減額(△は減少) 54 214

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 130 27

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,000 5,564

その他 1,069 2,347

小計 93,835 163,935

利息の受取額 40 53

配当金の受取額 2,317 2,334

利息の支払額 △70 △74

法人所得税等の支払額 △34,293 △6,637

営業活動によるキャッシュ・フロー 61,829 159,610

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,497 △5,340

有形固定資産の売却による収入 14 6

無形資産の取得による支出 △6,780 △9,157

投資の取得による支出 △1,127 △2,432

投資の売却及び償還による収入 22,782 7,864

定期預金の預入による支出 △57,486 △138,159

定期預金の払戻による収入 55,800 47,996

その他 △1,667 △1,037

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,038 △100,259

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △27,666 △29,742

非支配持分への配当金の支払額 △4 △6

リース負債の返済による支出 △2,560 △2,733

自己株式の取得による支出 △30,007 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,237 △32,484

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 7,631 26,868

現金及び現金同等物の期首残高 61,045 69,112

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響額 436 155

現金及び現金同等物の期末残高 69,112 96,135
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（重要な会計方針）

当社グループの連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下「（株式報酬）」を除き、

前連結会計年度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。

（株式報酬）

当社は、当社取締役（社外取締役を除く）および当社執行役員に対するインセンティブ制度とし

て、勤務継続型譲渡制限付株式報酬制度および業績連動型譲渡制限付株式報酬制度を導入いたしまし

た。本制度の導入により、過年度に当社取締役に対して株式報酬型ストックオプションとして割り当

てられた新株予約権のうち未行使のものを全部放棄することにより、対象取締役が放棄する新株予約

権の目的である当社普通株式と同数の本株式を対象取締役に対する報酬等として交付いたしました。

① 勤務継続型譲渡制限付株式報酬制度

勤務継続型譲渡制限付株式報酬制度における報酬は、付与する当社普通株式の公正価値を参照して

測定しており、その権利確定期間にわたり費用として認識し、同額を資本の増加として認識しており

ます。

② 業績連動型譲渡制限付株式報酬制度

業績連動型譲渡制限付株式報酬制度のうち、現金決済型の報酬取引に該当する部分については、そ

の権利確定期間にわたり費用として認識し、同額を負債の増加として認識しております。また本制度

のうち、持分決済型の報酬取引に該当する部分については、付与する当社普通株式の公正価値を参照

して測定し、その権利確定期間にわたり費用として認識し、同額を資本の増加として認識いたしま

す。

（表示方法の変更）

（連結キャッシュ・フロー計算書）

前連結会計年度において、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しており

ました「未払消費税等の増減額（△は減少）」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より

独立掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組

み替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において営業活動によるキャッシュ・

フローに表示していた「その他」70百万円は、「未払消費税等の増減額（△は減少）」△1,000百万

円、「その他」1,069百万円として組み替えております。
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（セグメント情報）

(1) 報告セグメント

当社グループは「病気と苦痛に対する人間の闘いのために」という企業理念のもと、いまだ満た
されない医療ニーズに応えるため、真に患者さんのためになる革新的な新薬の創製を目指し、医薬
品事業（研究開発、仕入、製造、販売事業）の単一セグメントに経営資源を集中し事業を行ってお
ります。このため報告セグメント別の記載は省略しております。

(2) 売上収益の内訳

売上収益の内訳は次のとおりであります。
（単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

製品商品 245,956 295,045

ロイヤルティ・その他 115,405 152,141

合計 361,361 447,187

（注）「ロイヤルティ・その他」の中には、ブリストル・マイヤーズ スクイブ社からの「オプジー
ボ点滴静注」に係るロイヤルティ収入が、前連結会計年度には699億円、当連結会計年度には
896億円、メルク社からの「Keytruda®」に係るロイヤルティ収入が、前連結会計年度には308億
円、当連結会計年度には452億円、それぞれ含まれております。

(3) 地域別の売上収益に関する情報

地域別の売上収益の内訳は次のとおりであります。
　(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

日本 241,971 288,155

米州 106,916 142,791

アジア 8,895 11,625

欧州 3,579 4,616

合計 361,361 447,187

（注）売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

(4) 主要な顧客に関する情報

主要顧客に対する売上収益の内訳は次のとおりであります。
（単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

ブリストル・マイヤーズ スクイブ社
およびそのグループ会社 79,490 100,176

（株）メディパルホールディングス
およびそのグループ会社 57,262 68,436

（株）スズケンおよびそのグループ会社 49,438 58,693

アルフレッサホールディングス（株）
およびそのグループ会社 37,665 46,423

東邦ホールディングス（株）
およびそのグループ会社 36,119 45,376

メルク社およびそのグループ会社 30,830 45,176
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（１株当たり利益）

(1) 基本的１株当たり当期利益

①基本的１株当たり当期利益

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

基本的１株当たり当期利益 162.19円 230.85円
　

②基本的１株当たり当期利益の算定上の基礎

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

親会社の所有者に帰属する
当期利益 80,519百万円 112,723百万円

発行済普通株式の
加重平均株式数 496,459千株 488,300千株

(2) 希薄化後１株当たり当期利益

①希薄化後１株当たり当期利益

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

希薄化後１株当たり当期利益 162.16円 230.79円
　

②希薄化後１株当たり当期利益の算定上の基礎

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

親会社の所有者に帰属する
当期利益 80,519百万円 112,723百万円

当期利益調整額 － △15百万円

希薄化後１株当たり当期利益の
計算に使用する当期利益 80,519百万円 112,708百万円

発行済普通株式の
加重平均株式数 496,459千株 488,300千株

新株予約権による
普通株式増加数 67千株 21千株

譲渡制限付株式報酬制度による
普通株式増加数 － 30千株

希薄化後の
加重平均株式数 496,527千株 488,353千株

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


